
(57)【要約】

【課題】　半導体チップの積層実装を行なう基板を共通

化し、かつ信号の数の増加に対応する。

【解決手段】　半導体チップを搭載した基板を複数積層

した半導体装置において、基板に形成されたリードの一

端が半導体チップと接続されその他端が基板の接続端子

となっており、前記リードの少なくとも一部は、接続端

子近傍にて複数に分岐して、分岐した夫々のリードが異

なる接続端子となっている。その製造方法において、前

記基板に半導体チップを搭載する個片組み立てを行なう

工程と、基板に半導体チップを搭載した状態で良品の選

別を行なう工程と、選別された良品について、分岐した

リードから所定のリードの導通を維持して各層の基板を

個別化する工程と、個別化された基板を、所定の順に積

層実装する工程とを有する。

この構成によれば、同一パターンの基板を共通化するこ

とが可能であり、スペースに余裕があるので、多くの信

号を切り換えることができる。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 基 板 を 複 数 積 層 し た 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 基 板 に 形 成 さ れ た リ ー ド の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ と 接 続 さ れ そ の 他 端 が 基 板 の 接 続 端 子 と
な っ て お り 、 前 記 リ ー ド の 少 な く と も 一 部 は 、 接 続 端 子 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 し て 、 分 岐 し
た 夫 々 の リ ー ド が 異 な る 接 続 端 子 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 に 形 成 さ れ た リ ー ド は 、 積 層 さ れ る 複 数 の 基 板 全 て に 共 通 配 線 と な る 第 １ の 配
線 と 、 前 記 積 層 さ れ る 複 数 の 基 板 の 特 定 の 層 に 共 通 と な り 、 他 の 層 で は 独 立 配 線 と な る 第
２ の 配 線 と 、 前 記 積 層 さ れ る 複 数 の 基 板 全 て に 独 立 配 線 と な る 第 ３ の 配 線 と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 端 子 近 傍 に リ ー ド 切 断 用 の 開 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 分 岐 し た リ ー ド で は 、 積 層 さ れ る 各 層 に よ っ て 異 な る リ ー ド の 導 通 を 維 持 し て 各 層
の 基 板 を 個 別 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 板 に は リ ー ド 切 断 用 の 開 口 が 対 称 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 板 が ポ リ イ ミ ド 等 を 用 い た フ ィ ル ム 状 の 絶 縁 性 基 体 に 金 属 膜 の リ ー ド を 形 成 し た
テ ー プ 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 基 板 が ガ ラ ス フ ァ イ バ を 混 入 さ せ た エ ポ キ シ 樹 脂 を 用 い た 絶 縁 性 基 体 に 金 属 膜 の リ
ー ド を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 積 層 さ れ る 複 数 の 基 板 に は 、 夫 々 同 一 の 半 導 体 チ ッ プ が 搭 載 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 半 導 体 チ ッ プ が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ り 、 複 数 に 分 岐 す る リ ー ド が デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー
ル 信 号 線 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導 体 装
置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 リ ー ド の 電 源 線 を 複 数 系 統 並 設 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 半 導
体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 開 口 部 分 で は 、 開 口 上 で の 配 線 の 数 を 均 等 化 す る た め に ダ ミ ー リ ー ド を 配 置 し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 開 口 で 切 断 さ れ る リ ー ド の 切 断 部 分 の 断 面 積 が 他 の 部 分 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 リ ー ド の 切 断 を 、 テ ー プ 基 板 の イ ン デ ッ ク ス と し て 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 基 板 を 複 数 積 層 し た 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 基 板 の リ ー ド は 、 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ と 接 続 さ れ そ の 他 端 が 基 板 の 接 続 端 子 と な っ
て お り 、 前 記 リ ー ド の 少 な く と も 一 部 は 、 接 続 端 子 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 し て 、 分 岐 し た 夫
々 の リ ー ド が 異 な る 接 続 端 子 と な っ て お り 、
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　 こ の 基 板 に 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 す る 個 片 組 み 立 て を 行 な う 工 程 と 、
　 基 板 に 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 状 態 で 良 品 の 選 別 を 行 な う 工 程 と 、
　 選 別 さ れ た 良 品 に つ い て 、 分 岐 し た リ ー ド か ら 所 定 の リ ー ド の 導 通 を 維 持 し て 各 層 の 基
板 を 個 別 化 す る 工 程 と 、
　 個 別 化 さ れ た 基 板 を 、 所 定 の 順 に 積 層 実 装 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 接 続 端 子 近 傍 に リ ー ド 切 断 用 の 開 口 を 設 け 、 こ の 開 口 に お い て 前 記 複 数 の 分 岐 リ ー
ド の 所 定 の リ ー ド を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 分 岐 し た リ ー ド で は 、 積 層 さ れ る 各 層 に よ っ て 異 な る 位 置 の リ ー ド の 導 通 を 維 持 し
て 各 層 の 基 板 を 個 別 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 開 口 に お け る 切 断 は レ ー ザ ー に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の
半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 基 板 を
積 層 す る 半 導 体 装 置 に 適 用 し て 有 効 な 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 の 製 造 で は 、 単 結 晶 シ リ コ ン 等 の ウ ェ ハ に 設 け ら れ た 複 数 の 素 子 形 成 領 域 に
、 半 導 体 素 子 或 い は 配 線 パ タ ー ン を 一 括 し て 形 成 し て 所 定 の 回 路 を 構 成 し 、 隣 接 す る 素 子
形 成 領 域 間 の ス ク ラ イ ビ ン グ 領 域 に て ウ ェ ハ を 切 断 し て 、 夫 々 の 素 子 形 成 領 域 を 個 々 の 半
導 体 チ ッ プ と し て 分 離 す る ダ イ シ ン グ を 行 い 、 こ う し て 分 離 さ れ た 個 々 の 半 導 体 チ ッ プ が
、 例 え ば ベ ー ス 基 板 に 固 定 す る ボ ン デ ィ ン グ 等 の 実 装 工 程 及 び 樹 脂 封 止 等 の 封 止 工 程 を 経
て 半 導 体 装 置 と し て 完 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 等 の 半 導 体 記 憶 装 置 で は 、 記 憶 容 量 の 大 容 量 化 或 い は 所 定 容 量 の 半 導
体 記 憶 装 置 の 省 ス ペ ー ス 化 が 求 め ら れ て お り 、 こ う し た 要 求 に こ た え る た め に 複 数 の 半 導
体 チ ッ プ を 単 一 の 封 止 体 に 封 止 す る Ｓ Ｉ Ｐ (System In Package)が 考 え ら れ た 。 こ う し た
Ｓ Ｉ Ｐ で は 、 使 用 す る 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ が す べ て 良 品 Ｋ Ｇ Ｄ （ Known Good Die） で あ る
必 要 が あ り 、 ベ ア ・ チ ッ プ で は 良 品 を 選 別 す る 技 術 が 充 分 に 確 立 さ れ て い な い こ と か ら 、
半 導 体 チ ッ プ を 基 板 に 取 り 付 け た 状 態 で 選 別 試 験 を 行 な い 、 良 品 が 取 り 付 け ら れ た 基 板 の
み を 積 層 す る 方 法 が 考 え ら れ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 基 板 と し て は 、 ポ リ イ ミ ド 等 を 用 い た 絶 縁 性 基 体 に 金 属 膜 の リ ー ド を 形 成 し
た も の が あ り 、 リ ー ド は そ の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ の パ ッ ド と 接 続 さ れ そ の 他 端 が 基 板 の 接
続 端 子 と な っ て お り 、 こ の 接 続 端 子 に 形 成 し た バ ン プ 電 極 に よ っ て 各 基 板 を 接 続 し て い る
。 半 導 体 チ ッ プ は 接 着 層 に よ っ て 基 板 に 固 定 さ れ 、 リ ー ド と パ ッ ド と の 接 続 部 分 は 樹 脂 等
を 用 い た 封 止 材 に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ う し た 積 層 実 装 で 各 半 導 体 チ ッ プ を 接 続 す る 場 合 に 、 各 半 導 体 チ ッ プ の 端 子 の 中 で 、
例 え ば ア ド レ ス 線 の よ う に 夫 々 の 半 導 体 チ ッ プ に 共 通 の 端 子 は 、 同 一 の 配 線 パ タ ー ン を 用
い て 並 列 に 接 続 す る こ と が で き る が 、 夫 々 の 半 導 体 チ ッ プ ご と に 固 有 の 端 子 は 、 夫 々 個 別
に 配 線 を 用 意 す る 必 要 が あ り 、 基 板 と し て は 、 各 層 ご と に 異 な る 配 線 パ タ ー ン の も の を 用
意 す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 公 報 第 ２ ６ ９ ５ ８ ９ ３ 号 （ 第 ４ ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め 、 前 記 特 許 文 献 １ に は 半 導 体 チ ッ プ と 接 続 す る 部 分 の リ ー ド を 複 数 設 け て 、 適
宜 の リ ー ド を 選 択 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 半 導 体 チ ッ プ の 微 細 化 の 進 展 し た 近 年 で は 半 導 体 チ ッ プ 接 続 部 分 に 複 数
の リ ー ド を 配 置 す る ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と は 困 難 な 場 合 が 多 い 。 半 導 体 装 置 で は 、 微 細
化 の 進 展 に よ る 大 容 量 化 に 伴 い 、 回 路 構 成 が 複 雑 化 ・ 多 様 化 し て お り 、 こ の た め 、 積 層 実
装 を 行 な う 場 合 に 、 個 別 に 配 線 を 用 意 す る 必 要 の あ る 信 号 の 数 が 増 加 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 本 発 明 者 が 事 前 に 検 討 し た 先 行 技 術 で あ る 積 層 実 装 に 用 い ら れ る 各 層 の
テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ れ ら の テ ー プ 基 板 １ で は 、 図 示 の よ う に パ タ ー ン の 異
な る ４ 種 類 の テ ー プ 基 板 １ を 用 意 し て い る 。 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す テ ー プ 基 板 を 用 い た 半 導
体 装 置 の 製 造 工 程 に つ い て 、 図 ５ の フ ロ ー 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 層 の テ ー プ 基 板 １ は 、 各 層 の 基 板 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ の 夫 々 に つ い て 、 先 ず 半 導 体 チ ッ プ
を 搭 載 す る 個 片 組 み 立 て を 行 な っ た 後 に 、 バ ー ン イ ン 試 験 （ B/I） ・ 選 別 試 験 を 行 な い 良
品 の 選 別 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 試 験 の 際 に 、 例 え ば ピ ン 配 置 が 異 な る た め 、 層 の 異 な る テ ー プ 基 板 １ （ Ａ ， Ｂ ， Ｃ
， Ｄ ） ご と に 夫 々 の 層 に つ い て プ ロ グ ラ ム を 変 更 す る 必 要 が あ り 、 試 験 が 煩 雑 に な り 、 試
験 に 要 す る 時 間 も 増 大 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 続 い て 選 別 さ れ た 良 品 に つ い て 、 試 験 の 前 に パ タ ー ン （ Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ） ご と に テ ー プ
基 板 １ が 個 別 化 さ れ て い た た め 、 良 品 の 選 別 の 結 果 に よ っ て は 、 不 良 の 発 生 が 多 か っ た 特
定 の 層 の テ ー プ 基 板 １ に つ い て 数 量 が 不 足 し て し ま う こ と が あ り 、 そ の 結 果 と し て 、 他 の
層 の テ ー プ 基 板 １ を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き な い 場 合 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 選 別 さ れ た テ ー プ 基 板 １ は 、 所 定 の 順 に 積 層 し た 後 に 、 バ ン プ 電 極 ６ を 加 熱 溶 融 し て 互
い に 実 装 さ れ る 。 こ の 後 、 半 導 体 装 置 全 体 と し て の 選 別 試 験 に よ っ て 不 良 品 を 排 除 し て 、
製 品 と し て 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 こ の よ う な 信 号 の 数 の 増 加 に 対 応 し 、 半 導 体 チ ッ プ の 積 層 実 装 を 行 な
う 基 板 を 共 通 化 す る こ と が 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
  本 発 明 の 前 記 な ら び に そ の 他 の 課 題 と 新 規 な 特 徴 は 、 本 明 細 書 の 記 述 及 び 添 付 図 面 に よ
っ て 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の の 概 要 を 簡 単 に 説 明 す れ ば 、 下 記 の
と お り で あ る 。
  半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 基 板 を 複 数 積 層 し た 半 導 体 装 置 に お い て 、 基 板 に 形 成 さ れ た リ
ー ド の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ と 接 続 さ れ そ の 他 端 が 基 板 の 接 続 端 子 と な っ て お り 、 前 記 リ ー
ド の 少 な く と も 一 部 は 、 接 続 端 子 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 し て 、 分 岐 し た 夫 々 の リ ー ド が 異 な
る 接 続 端 子 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 基 板 を 複 数 積 層 し た 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前
記 基 板 の リ ー ド は 、 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ と 接 続 さ れ そ の 他 端 が 基 板 の 接 続 端 子 と な っ て お
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り 、 前 記 リ ー ド の 少 な く と も 一 部 は 、 接 続 端 子 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 し て 、 分 岐 し た 夫 々 の
リ ー ド が 異 な る 接 続 端 子 と な っ て お り 、 こ の 基 板 に 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 す る 個 片 組 み 立 て
を 行 な う 工 程 と 、 基 板 に 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た 状 態 で 良 品 の 選 別 を 行 な う 工 程 と 、 選 別
さ れ た 良 品 に つ い て 、 分 岐 し た リ ー ド か ら 所 定 の リ ー ド の 導 通 を 維 持 し て 各 層 の 基 板 を 個
別 化 す る 工 程 と 、 個 別 化 さ れ た 基 板 を 、 所 定 の 順 に 積 層 実 装 す る 工 程 と を 有 す る
　 上 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 テ ー プ 基 板 の 接 続 端 子 の 近 傍 で 信 号 の 切 り 換 え を 行 な う の で
、 ス ペ ー ス に 余 裕 が あ り 、 多 く の 信 号 を 切 り 換 え る こ と が で き る 。 加 え て 、 リ ー ド を 容 易
か つ 確 実 に 切 断 す る こ と が 可 能 で あ り 、 同 一 の 試 験 設 定 で す べ て の テ ー プ 基 板 を 試 験 す る
こ と が で き る の で 、 試 験 が 容 易 に な り 、 試 験 に 要 す る 時 間 も 短 縮 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 代 表 的 な も の に よ っ て 得 ら れ る 効 果 を 簡 単 に 説 明 す
れ ば 、 下 記 の と お り で あ る 。
（ １ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 同 一 パ タ ー ン の テ ー プ 基 板 を 、 接 続 端 子 近 傍 で 分 岐 し た リ ー ド を
選 択 的 に 切 断 す る こ と に よ っ て 回 路 を 切 り 換 え て 積 層 実 装 の 各 層 の テ ー プ 基 板 と し て 用 い
る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
（ ２ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 （ １ ） に よ り 、 テ ー プ 基 板 の 接 続 端 子 の 近 傍 で 信 号 の 切
り 換 え を 行 な う の で 、 ス ペ ー ス に 余 裕 が あ り 、 多 く の 信 号 を 切 り 換 え る こ と が で き る と い
う 効 果 が あ る 。
（ ３ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ー ド 切 断 部 分 に あ た る テ ー プ 基 板 に 開 口 を 設 け て あ る の で 、 リ
ー ド を 容 易 か つ 確 実 に 切 断 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
（ ４ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 （ １ ） に よ り 、 形 成 さ れ て い る リ ー ド が 同 一 パ タ ー ン と
な っ て い る た め 、 同 一 の 試 験 設 定 で す べ て の テ ー プ 基 板 を 試 験 す る こ と が で き る の で 、 試
験 が 容 易 に な り 、 試 験 に 要 す る 時 間 も 短 縮 す る と い う 効 果 が あ る 。
（ ５ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 （ １ ） に よ り 、 選 択 さ れ る 信 号 の 数 が 増 加 ・ 多 様 化 に 対
応 す る こ と が 容 易 で あ る と い う 効 果 が あ る 。
（ ６ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 （ ４ ） に よ り 、 選 別 さ れ た 良 品 に つ い て 、 各 層 の テ ー プ
基 板 を 個 別 化 す る こ と が で き る の で 、 層 ご と に テ ー プ 基 板 の 数 量 が 不 足 す る こ と は な く 、
テ ー プ 基 板 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
  な お 、 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 全 図 に お い て 、 同 一 機 能 を 有 す る も の は 同 一 符 号 を
付 け 、 そ の 繰 り 返 し の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 に 用 い ら れ る テ ー プ 基 板 の 半 導 体 チ ッ
プ 搭 載 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
  テ ー プ 基 板 １ は 、 ポ リ イ ミ ド 等 を 用 い た フ ィ ル ム 状 の 絶 縁 性 基 体 ２ に 金 属 膜 の リ ー ド ３
を 形 成 し た も の で あ り 、 リ ー ド ３ は そ の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ と 接 続 さ れ そ
の 他 端 が テ ー プ 基 板 １ の 接 続 端 子 ５ と な っ て お り 、 こ の 接 続 端 子 ５ に 形 成 し た バ ン プ 電 極
６ に よ っ て 各 テ ー プ 基 板 を 接 続 し て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ は 接 着 層 ７ に よ っ て テ ー プ 基 板
１ に 固 定 さ れ 、 リ ー ド ３ と パ ッ ド ４ ａ と の 接 続 部 分 は 樹 脂 等 を 用 い た 封 止 材 ８ に よ っ て 被
覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の テ ー プ 基 板 は 半 導 体 チ ッ プ の 中 央 部 分 に 列 状 に パ ッ ド ４ ａ を 配 置 し た セ ン タ ー パ ッ
ド の 半 導 体 チ ッ プ ４ に 用 い ら れ る も の で あ り 、 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ に 相 当 す る テ
ー プ 基 板 １ の 中 央 部 に 半 導 体 チ ッ プ 接 続 用 の 開 口 ９ が 設 け ら れ 、 こ の 開 口 ９ 部 分 で リ ー ド
３ の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ に 接 続 さ れ 、 リ ー ド ３ は 、 テ ー プ 基 板 １ の 中 央 か
ら 周 辺 部 ま で 延 び て 、 他 端 が 接 続 端 子 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の テ ー プ 基 板 １ で は 、 接 続 端 子 ５ 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 す る リ ー ド ３ が 設 け ら れ て お り
、 分 岐 し た 夫 々 の リ ー ド ３ が 異 な る 接 続 端 子 ５ と な っ て お り 、 接 続 端 子 ５ 近 傍 に 設 け た 切
断 用 の 開 口 １ ０ に て 分 岐 し た リ ー ド ３ を 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 分 岐 し
た リ ー ド ３ を 選 択 的 に 切 断 す る こ と に よ っ て 、 積 層 構 成 さ れ る 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 同 一
の テ ー プ 基 板 １ か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ に ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す よ う に 本 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 は 、 ２ ５ ６ Ｍ ｂ ｉ ｔ の Ｓ Ｄ
Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 チ ッ プ ４ の 同 一 個 片 を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 １ を ４ 層 に 積 層 し て ３ ２ Ｍ － ｗ ｏ
ｒ ｄ × ３ ２ ｂ ｉ ｔ シ ス テ ム １ バ ン ク の １ Ｇ ｂ ｉ ｔ 容 量 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 記 憶 装 置 を 構 成 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 積 層 状 態 と な っ た 各 半 導 体 チ ッ プ ４ の 接 続 で は 、 ア ド レ ス 信 号 線 （ A0 to A11,A14,BA0,
BA1） 、 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 （ CS,RAS,CAS,WE,CLK,CKE） は 、 各 半 導 体 チ ッ プ に 共 通 で あ り
、 各 半 導 体 チ ッ プ ４ が 並 列 接 続 さ れ て い る の で 、 テ ー プ 基 板 １ の 配 線 パ タ ー ン と し て は 同
一 の パ タ ー ン を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し 、 デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 （ DM0 to DM3） は 、 各 半 導 体 チ ッ プ ４ に 固 有
の 配 線 が 必 要 で あ り 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 （ DQ0 to DQ31） は 各 半 導 体 チ ッ プ ４ に ８ 本 が
個 別 に 割 り 当 て ら れ 、 合 計 で ３ ２ 本 に な っ て い る 。 こ の た め 、 積 層 さ れ る そ う に よ っ て 、
デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 は 半 導 体 チ ッ プ ４ ご と に 異 な る 接
続 端 子 ５ に 半 導 体 チ ッ プ を 接 続 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 源 線 に つ い て は 、 １ 系 統 の 配 線 に 各 半 導 体 チ ッ プ ４ を 共 通 接 続 す る こ と も で き る が 、
本 実 施 の 形 態 で は ノ イ ズ を 低 減 さ せ る た め に 電 源 線 を ２ 系 統 （ VSSL, VSSQL, VDDL, VDDQL
） （ VSSU, VSSQU,VDDU,VDDQU） 設 け て 、 ２ チ ッ プ ず つ 夫 々 の 系 統 に 接 続 し て い る の で 、 電
源 線 に つ い て は ２ チ ッ プ ず つ 別 の 接 続 端 子 ５ と 半 導 体 チ ッ プ ４ と を 接 続 す る 必 要 が あ る 。
な お 、 電 源 線 に つ い て は ４ 本 に 分 岐 さ せ て 、 各 半 導 体 チ ッ プ ４ に 個 別 の 配 線 と 接 続 し て 更
に 配 線 を 強 化 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 例 え ば ク ロ ッ ク 信 号 CLKを 分 岐 さ せ て 配 線 を
強 化 し 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 安 定 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 積 層 す る 各 層 の テ ー プ 基 板 １ で 異 な る 接 続 端 子 ５ に 半 導 体 チ ッ プ ４ の 同 一
パ ッ ド ４ ａ を 接 続 す る た め に 、 本 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 で は 、 テ ー プ 基 板 １ の 開 口 １ ０
に て 分 岐 し て い る リ ー ド ３ を 選 択 的 に 切 断 し て 、 所 定 の リ ー ド ３ の み の 導 通 を 維 持 す る こ
と に よ っ て 、 信 号 の 切 り 換 え を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ に 示 す 例 に つ い て 、 半 導 体 チ ッ プ １ 個 片 ご と に 切 断 に よ っ て 選 択 さ れ る 信
号 を 示 し て お り 、 図 ９ 乃 至 図 １ ２ は 、 図 ６ に 示 す テ ー プ 基 板 １ の リ ー ド ３ を 切 断 し て 個 別
化 さ れ た 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 示 す 平 面 図 で あ り 、 各 接 続 端 子 ５ に は 選 択 さ れ た 信 号 を 記
載 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 に つ い て は 、 図 ９ 乃 至
図 １ ２ に 示 す テ ー プ 基 板 １ で は ４ 本 に 分 岐 し た リ ー ド ３ が 夫 々 異 な る リ ー ド ３ を 残 し て 切
断 さ れ て お り 、 そ の 結 果 各 層 ご と に 異 な る 接 続 端 子 ５ が 半 導 体 チ ッ プ ４ の 同 一 パ ッ ド ４ ａ
と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 電 源 線 に つ い て は ２ 本 に 分 岐 し た リ ー ド ３ の 何 れ か が 切 断 さ れ
て お り 、 そ の 結 果 各 層 ご と に ２ 系 統 の 接 続 端 子 ５ を 選 択 し て 半 導 体 チ ッ プ ４ の 同 一 パ ッ ド
４ ａ と 接 続 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 の テ ー プ 基 板 １ で は 、 テ ー プ 基 板 １ の 接 続 端 子 ５ の
近 傍 で 信 号 の 切 り 換 え を 行 な う の で 、 ス ペ ー ス に 余 裕 が あ り 、 多 く の 信 号 を 切 り 換 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ れ ら 図 ９ 乃 至 図 １ ２ に 示 す 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 を 積 層 し た 状 態 の 縦 断
面 図 を 図 １ ３ に 示 す
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 で は 、 図 １ ４ に フ ロ ー 図 を 示 す よ う に 、 同
一 パ タ ー ン の テ ー プ 基 板 １ に つ い て 、 先 ず 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 す る 個 片 組 み 立 て を 行 な っ
た 後 に 、 バ ー ン イ ン 試 験 （ B/I） ・ 選 別 試 験 を 行 な い 良 品 の 選 別 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 試 験 の 際 に 、 本 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 製 造 で は 、 パ タ ー ン 切 断 以 前 の １ 種 類 の
テ ー プ 基 板 １ に つ い て 試 験 を 行 な う こ と に よ り 、 形 成 さ れ て い る リ ー ド ３ が 同 一 パ タ ー ン
と な っ て い る た め 、 同 一 の プ ロ グ ラ ム 或 い は 試 験 設 定 で す べ て の テ ー プ 基 板 １ を 試 験 す る
こ と が で き る の で 、 試 験 が 簡 素 化 さ れ 試 験 に 要 す る 時 間 も 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 本 実 施 の 形 態 で は リ ー ド ３ を 選 択 的 に 切 断 す る パ タ ー ン 切 断 を 行 な っ て 回 路 を
切 り 換 え 、 各 層 の テ ー プ 基 板 １ （ Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ） に 個 別 化 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 良 品
を 選 別 し た 後 に 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 個 別 化 す る の で 、 層 ご と に テ ー プ 基 板 １ の 数 量 が 不
足 す る こ と は な く 、 テ ー プ 基 板 １ を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 リ ー ド ３ の 切 断
部 分 に 開 口 １ ０ を 設 け て あ る の で 、 小 さ な パ ン チ 等 を 用 い て リ ー ド ３ を 容 易 か つ 確 実 に 切
断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 個 別 化 さ れ た テ ー プ 基 板 １ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 所 定 の 順 に 積 層 し た 後 に 、 バ ン プ
電 極 ６ を 加 熱 溶 融 し て 互 い に 実 装 さ れ る 。 こ の 後 、 半 導 体 装 置 全 体 と し て の 選 別 試 験 に よ
っ て 不 良 品 を 排 除 し て 、 製 品 と し て 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 個 別 化 し た テ ー プ 基 板 １ は 一 連 の 工 程 で 積 層 実 装 す る こ と も で き る が 、 リ ー ド ３ を 切 断
し て 個 別 化 し た 状 態 で 搬 送 或 い は 保 管 さ れ る 場 合 も 考 え ら れ る 。 そ う し た 場 合 に 、 各 層 の
テ ー プ 基 板 １ を 容 易 に 識 別 す る こ と を 求 め ら れ る 場 合 が あ る 。 そ の た め に 、 リ ー ド ３ 切 断
の 工 程 を 利 用 し て 、 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 容 易 に 識 別 す る こ と の で き る イ ン デ ッ ク ス を 形
成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ５ 乃 至 図 １ ８ は 、 こ う し た イ ン デ ッ ク ス の 例 を 示 す 部 分 平 面 図 で あ り 、 イ ン デ ッ ク
ス は 開 口 １ ０ を 設 け る こ と が で き る 場 所 で あ れ ば ど こ で も 配 置 す る こ と が で き る が 、 わ か
り や す い 位 置 と し て テ ー プ 基 板 １ の 角 部 等 に 設 け る こ と が 望 ま し い 。 構 成 と し て は 、 半 導
体 チ ッ プ ４ と は 接 続 さ れ な い 特 定 の リ ー ド ３ の 切 断 状 態 に よ っ て 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 識
別 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ５ に 示 す 例 で は 、 同 一 の 開 口 １ ０ に ４ 本 の リ ー ド ３ を 配 置 し て 、 図 中 、 上 段 に 示 す
例 で は 切 断 さ れ た リ ー ド ３ の 位 置 に よ っ て 各 層 を 識 別 し 、 下 段 に 示 す 例 で は 切 断 さ れ な か
っ た リ ー ド ３ の 位 置 に よ っ て 各 層 を 識 別 す る 。 こ の 例 で は 、 ４ 層 の テ ー プ 基 板 １ を ４ 本 の
リ ー ド ３ で 識 別 し て い る が 、 例 え ば ２ 本 の リ ー ド ３ に よ っ て 夫 々 一 方 の 切 断 及 び 双 方 の 切
断 ・ 非 切 断 か ら ４ 層 の テ ー プ 基 板 １ を 識 別 す る こ と も 可 能 で あ り 、 必 ず し も テ ー プ 基 板 １
の 層 数 に リ ー ド ３ の 数 を 一 致 さ せ る 必 要 は な い 。 ま た 、 こ う し た 各 層 の 識 別 以 外 に 、 他 の
情 報 の 表 示 と し て 同 様 の 方 法 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ６ 乃 至 図 １ ８ に 示 す の は 、 開 口 の 数 を ２ 乃 至 ４ に 変 え て 同 様 の イ ン デ ッ ク ス を 形 成
す る 場 合 を 示 し て お り 、 リ ー ド ３ を １ 箇 所 に ４ 本 収 容 す る 開 口 １ ０ を 配 置 す る 余 裕 が テ ー
プ 基 板 １ に な い 場 合 等 で あ っ て も 、 開 口 １ ０ を 分 割 す る こ と に よ っ て 、 イ ン デ ッ ク ス を 配
置 す る 場 所 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 分 岐 し た リ ー ド ３ の 切 断 を 行 な う 部 分 と し て は 、 図 １ ９ に 斜 線 を 付 し た 部 分 に 配
置 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 切 断 後 の 分 岐 長 を 短 く し て 特 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 接 続 端
子 ５ の 近 傍 に 設 け て い る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 接 続 端 子 ５ の 近 傍 で は 所 定 の 接 続 端 子 ５ と な る リ ー ド ３ を 配 置 す る た め に ス ペ ー
ス が 予 め 用 意 さ れ て い る こ と か ら 、 リ ー ド ３ を 分 岐 さ せ る こ と に よ る ス ペ ー ス の 増 加 を 抑
制 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 信 号 を 切 り 換 え る 必 要 の あ る リ ー ド ３ の 数 が 増 加 し
て も 、 こ の 増 加 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 リ ー ド ３ の 切 断 に は 、 図 ２ ０ 示 す よ う に パ ン チ １ １ を 用 い て 容 易 に 切 断 す る こ と
が で き る が 、 そ れ 以 外 に 、 例 え ば 超 音 波 を 付 加 し た 加 熱 に よ る 切 断 ツ ー ル を 用 い て リ ー ド
３ を 溶 融 切 断 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 他 に エ ッ チ ン グ に よ っ て リ ー ド ３ を 部 分 的 に 一 括 除 去 す る こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 場 合
に は 、 テ ー プ 基 板 １ に 開 口 １ ０ が 不 要 と な り 、 図 ２ １ 及 び 図 ２ ２ に 部 分 縦 断 面 図 を 示 す よ
う に 、 テ ー プ 基 板 １ の 基 体 ２ の 両 面 に リ ー ド ３ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 に
は 、 リ ー ド ３ の 切 断 部 分 と し て は 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 半 導 体 チ ッ プ ４ 搭 載 面 と し た 場 合
に は 図 １ ９ に 示 す 領 域 と 同 様 に な り 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に そ の 反 対 面 と し た 場 合 に は 半 導
体 チ ッ プ ４ 搭 載 領 域 の 反 対 面 で あ っ て も よ い 。 場 合 に よ っ て は 、 両 面 に 切 断 部 分 を 配 置 し
て 、 片 面 ず つ 切 断 す る 或 い は 両 面 の 切 断 を 同 時 に 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。 他 に レ ー ザ 照
射 に よ っ て リ ー ド ３ を 溶 断 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 開 口 １ ０ は あ っ て も な
く て も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ ３ は 、 切 断 部 分 を 拡 大 し て 示 す 部 分 平 面 図 で あ る 。 こ の よ う に 通 常 は 切 断 部 分 の リ
ー ド ３ が 他 の 部 分 の リ ー ド ３ と 同 じ 幅 に 形 成 さ れ て い る が 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 切 断 部 分
に Ｖ 字 状 の 切 り 込 み を 設 け る 、 或 い は 図 ２ ５ に 示 す よ う に 複 数 の 孔 を 列 状 に リ ー ド ３ を 横
断 さ せ て 設 け る こ と に よ っ て 、 切 断 部 分 に て リ ー ド ３ の 断 面 積 を 減 少 さ せ て 、 リ ー ド ３ の
切 断 を よ り 確 実 か つ 容 易 に 行 な い 得 る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 述 し た 説 明 で は 、 所 定 の リ ー ド ３ 以 外 の リ ー ド ３ を 選 択 的 に 切 断 し て 、 分 岐 し た リ ー
ド ３ か ら 所 定 の リ ー ド ３ の 導 通 を 維 持 し て 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 個 別 化 し て い る が 、 図 ２
６ に 部 分 拡 大 平 面 図 を 示 す よ う に 、 予 め 分 岐 し て い る リ ー ド ３ を 全 て 切 断 状 態 と し て 形 成
し 、 図 ２ ７ に 部 分 拡 大 平 面 図 を 示 す よ う に 、 切 断 部 分 を ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ に よ っ て
導 通 さ せ た 状 態 で 選 別 試 験 を 行 な っ た 後 に 、 図 ２ ８ に 部 分 拡 大 平 面 図 を 示 す よ う に 、 選 択
的 に ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ を 除 去 す る こ と に よ っ て 各 個 片 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ご と に テ ー プ
基 板 １ を 個 別 化 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 テ ー プ 基 板 １ と し て フ ィ ル ム 状 の 基 体 ２ を 用 い た 場 合 に は 、 テ ー プ 基 板 １ が 可 撓
性 を 有 し て い る た め 変 形 が 生 じ や す く な る 。 こ う し た 変 形 を 防 止 す る た め に 、 図 １ に 示 す
テ ー プ 基 板 １ で は 開 口 １ ０ の 配 置 を 、 テ ー プ 基 板 １ 全 体 と し て 対 称 形 と し て あ り 、 対 称 形
に 配 置 し た こ と に よ り テ ー プ 基 板 １ に 加 え ら れ る 力 を 平 衡 さ せ て 、 テ ー プ 基 板 １ の 変 形 を
抑 制 し て い る 。 開 口 １ ０ を 対 称 形 に 配 置 し た テ ー プ 基 板 １ の 別 の 例 を 図 ２ ９ に 示 す 。 こ の
例 で は 、 長 辺 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 開 口 １ ０ が ２ 分 割 さ れ て お り 、 対 称 部 に 切 断 対 象 と な る
リ ー ド ３ が な い 場 合 で あ っ て も 、 ダ ミ ー の 開 口 １ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ う し た 開 口 １ ０ 部 分 で は 、 対 称 位 置 の リ ー ド ３ の 数 に よ っ て パ ッ ケ ー ジ 内 で 強 度 及 び
応 力 の 平 衡 状 態 を 確 保 し て パ ッ ケ ー ジ の 反 り 等 の 不 具 合 を 防 止 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め
、 例 え ば 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 信 号 が 割 り 当 て ら れ て い な い の で 半 導 体 チ ッ プ ４ と 接 続 し
な い た め 、 リ ー ド ３ が 不 要 な 接 続 端 子 ５ で あ っ て も 、 ダ ミ ー リ ー ド ３ ´ を 配 置 し て 開 口 １
０ 上 で の 配 線 の 数 を 均 等 化 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 述 し た 説 明 で は 、 ２ ５ ６ Ｍ ｂ ｉ ｔ の Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 チ ッ プ の 個 片 を ４ 層 に 積 層 し て
３ ２ Ｍ － ｗ ｏ ｒ ｄ × ３ ２ ｂ ｉ ｔ シ ス テ ム １ バ ン ク の １ Ｇ ｂ ｉ ｔ 容 量 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 記 憶
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装 置 を 例 と し た が 、 図 ３ １ に 示 す の は 、 同 じ く ２ ５ ６ Ｍ ｂ ｉ ｔ の Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 チ ッ プ
の 個 片 を ４ 層 に 積 層 し て こ の 例 で は １ ６ Ｍ － ｗ ｏ ｒ ｄ × ３ ２ ｂ ｉ ｔ シ ス テ ム ２ バ ン ク の １
Ｇ ｂ ｉ ｔ 容 量 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 半 導 体 記 憶 装 置 を 構 成 す る 場 合 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ り 、 図 ３ ２
は 構 成 図 に 基 づ い て 、 切 り 換 え の た め に 選 択 さ れ る 信 号 に つ い て 、 各 リ ー ド ３ を 明 示 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 積 層 状 態 と な っ た 各 半 導 体 チ ッ プ ４ の 接 続 で は 、 ア ド レ ス 信 号 線 （ A0 to A11,A14,BA0,
BA1） 、 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 （ RAS,CAS,WE,CKE） は 、 各 半 導 体 チ ッ プ に 共 通 で あ り 、 各 半
導 体 チ ッ プ ４ が 並 列 接 続 さ れ て い る の で 、 テ ー プ 基 板 １ の 配 線 パ タ ー ン と し て は 同 一 の パ
タ ー ン を 用 い る こ と が で き る が 、 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 （ CS,CLK） に つ い て は 、 ２ チ ッ プ ず
つ 異 な る 系 統 に 接 続 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 （ DM0 to DM3） は 、 各 半 導 体 チ ッ プ ４ に 固 有 の
配 線 が 必 要 で あ り 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 （ DQ0 to DQ31） は 各 個 片 半 導 体 チ ッ プ ４ に １ ６
本 が ２ 系 統 に 割 り 当 て ら れ 、 合 計 で ３ ２ 本 に な っ て い る 。 こ の た め 、 積 層 さ れ る 層 に よ っ
て 、 デ ー タ 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 信 号 線 、 デ ー タ 入 出 力 信 号 線 は 半 導 体 チ ッ プ ４ ご と に 異 な
る 接 続 端 子 ５ に 半 導 体 チ ッ プ を 接 続 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 電 源 線 に つ い て は 、 １ 系 統 の 配 線 に 各 半 導 体 チ ッ プ ４ を 共 通 接 続 す る こ と も で き る が 、
本 実 施 の 形 態 で は ノ イ ズ を 低 減 さ せ る た め に 電 源 線 を ２ 系 統 （ VSSL, VSSQL, VDDL, VDDQL
） （ VSSU, VSSQU,VDDU,VDDQU） 設 け て 、 ２ チ ッ プ ず つ 夫 々 の 系 統 に 接 続 し て い る の で 、 電
源 線 に つ い て は ２ チ ッ プ ず つ 別 の 接 続 端 子 ５ と 半 導 体 チ ッ プ ４ と を 接 続 す る 必 要 が あ る 。
な お 、 電 源 線 に つ い て は ４ 本 に 分 岐 さ せ て 、 各 半 導 体 チ ッ プ ４ に 個 別 の 配 線 と 接 続 し て 、
更 に 配 線 を 強 化 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 同 容 量 の Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ っ て も 、 選 択 さ れ る 信 号 の 種 類 ・ 数 が 異 な っ て お
り 、 ま た 、 例 え ば 積 層 す る 層 数 を よ り 多 層 化 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。 ま た 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
の 他 に も 、 半 導 体 不 揮 発 性 記 憶 装 置 或 い は Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 積 層 、 半 導 体 不 揮 発 性 記 憶 装 置 及 び
Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 積 層 等 も 検 討 さ れ て お り 、 積 層 実 装 で は 更 に 選 択 さ れ る 信 号 の 数 が 増 加 ・ 多 様
化 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ う し た 場 合 に も 、 本 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 で は 信 号 の 切 り
換 え に 要 す る ス ペ ー ス が 少 な い の で 、 対 応 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ ３ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 に 用 い ら れ る テ ー プ 基 板 の 半 導 体
チ ッ プ 搭 載 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ３ ４ は 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 を 積 層
し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の テ ー プ 基 板 は 半 導 体 チ ッ プ の 周 縁 部 分 に
列 状 に パ ッ ド ４ ａ を 配 置 し た コ ー ナ ー パ ッ ド の 半 導 体 チ ッ プ ４ に 用 い ら れ る も の で あ る 点
が 前 述 し た 実 施 の 形 態 と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 テ ー プ 基 板 １ は 、 ポ リ イ ミ ド 等 を 用 い た フ ィ ル ム 状 の 絶 縁 性 基 体 ２ に 金 属 膜 の リ ー ド ３
を 形 成 し た も の で あ り 、 リ ー ド ３ は そ の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ と 接 続 さ れ そ
の 他 端 が テ ー プ 基 板 １ の 接 続 端 子 ５ と な っ て お り 、 こ の 接 続 端 子 ５ に 形 成 し た バ ン プ 電 極
６ に よ っ て 各 テ ー プ 基 板 を 接 続 し て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ は 接 着 層 ７ に よ っ て テ ー プ 基 板
１ に 固 定 さ れ 、 リ ー ド ３ と パ ッ ド ４ ａ と の 接 続 部 分 は 樹 脂 等 を 用 い た 封 止 材 ８ に よ っ て 被
覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 テ ー プ 基 板 １ の 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ に 相 当 す る 部 分 に 半 導 体 チ ッ プ 接 続 用 の 開
口 ９ が 設 け ら れ 、 こ の 開 口 ９ 部 分 で リ ー ド ３ の 一 端 が 半 導 体 チ ッ プ ４ の パ ッ ド ４ ａ に 接 続
さ れ 、 リ ー ド ３ は 、 こ こ か ら 周 辺 部 ま で 延 び て 、 他 端 が 接 続 端 子 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 こ の テ ー プ 基 板 １ で は 、 接 続 端 子 ５ 近 傍 に て 複 数 に 分 岐 す る リ ー ド ３ が 設 け ら れ て お り
、 分 岐 し た 夫 々 の リ ー ド ３ が 異 な る 接 続 端 子 ５ と な っ て お り 、 接 続 端 子 ５ 近 傍 に 設 け た 切
断 用 の 開 口 １ ０ に て 分 岐 し た リ ー ド ３ を 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 分 岐 し
た リ ー ド ３ を 選 択 的 に 切 断 す る こ と に よ っ て 、 積 層 構 成 さ れ る 各 層 の テ ー プ 基 板 １ を 同 一
の テ ー プ 基 板 １ か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 は コ ー ナ ー パ ッ ド の 半 導 体 チ ッ プ ４ の 積 層 に 適 用 す る こ と も 可 能 で
あ る が 、 更 に 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に セ ン タ ー パ ッ ド の 半 導 体 チ ッ プ と コ ー ナ ー パ ッ ド の 半
導 体 チ ッ プ と の 積 層 を 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 、 前 記 実 施 の 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 の
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 変 更 可 能 で あ る
こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 前 述 し た 説 明 で は 、 可 撓 性 の テ ー プ 基 板 を 例 に し て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 半 導
体 チ ッ プ を 搭 載 す る 基 板 と し て は 、 ガ ラ ス フ ァ イ バ を 混 入 さ せ た エ ポ キ シ 樹 脂 を 用 い た 絶
縁 性 基 体 に 金 属 膜 の リ ー ド を 形 成 し た 基 板 等 の 可 撓 性 を 有 し て い な い 基 板 を 採 用 し て 本 発
明 を 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 者 が 事 前 に 検 討 し た 積 層 実 装 の た め の 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 者 が 事 前 に 検 討 し た 積 層 実 装 の た め の 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 者 が 事 前 に 検 討 し た 積 層 実 装 の た め の 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 者 が 事 前 に 検 討 し た 積 層 実 装 の た め の 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す テ ー プ 基 板 を 用 い た 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る
フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 に 用 い ら れ る テ ー プ 基 板 の 半 導 体 チ ッ プ
搭 載 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 半 導 体 チ ッ プ 個 片 ご と に 切 断 に よ っ て 選 択 さ れ る 信 号 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ の テ ー プ 基 板 を 個 別 化 し た 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ の テ ー プ 基 板 を 個 別 化 し た 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ６ の テ ー プ 基 板 を 個 別 化 し た 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ６ の テ ー プ 基 板 を 個 別 化 し た 各 層 の テ ー プ 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 を 積 層 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る フ ロ ー 図
で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の イ ン デ ッ ク ス を 示 す 部 分 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の イ ン デ ッ ク ス を 示 す 部 分 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の イ ン デ ッ ク ス を 示 す 部 分 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の イ ン デ ッ ク ス を 示 す 部 分 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 部 分 の 配 置 領 域 を 示 す 平 面 図 で
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あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 縦 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の 切 断 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 縦
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の 切 断 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 縦
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 部 分 を 示 す 部 分 拡 大 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の 切 断 部 分 を 示 す 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の 切 断 部 分 を 示 す 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 部 分 の 変 形 例 を 示 す 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 部 分 の 変 形 例 を 示 す 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 の 切 断 部 分 の 変 形 例 を 示 す 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 に 用 い る テ ー プ 基 板 の 開 口 配 置 を 変 え
た 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 ダ ミ ー リ ー ド を 示 す 部 分 拡 大 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ る 半 導 体 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る
。
【 図 ３ ２ 】 半 導 体 チ ッ プ 個 片 ご と に 切 断 に よ っ て 選 択 さ れ る 信 号 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 で あ る 半 導 体 装 置 に 用 い ら れ る テ ー プ 基 板 の 半 導 体 チ
ッ プ 搭 載 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 を 積 層 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 半 導 体 チ ッ プ を 搭 載 し た テ ー プ 基 板 を 積 層 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ … テ ー プ 基 板
　 ２ … 基 体
　 ３ … リ ー ド
　 ３ ´ … ダ ミ ー リ ー ド
　 ４ … 半 導 体 チ ッ プ
　 ４ ａ … パ ッ ド
　 ５ … 接 続 端 子
　 ６ … バ ン プ 電 極
　 ７ … 接 着 層
　 ８ … 封 止 材
　 ９ … 接 続 用 の 開 口
　 １ ０ … 切 断 用 の 開 口
　 １ １ … パ ン チ
　 １ ２ … ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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